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大
正
九
年
≡
月
号
の
編
煤
を
亜
槙
に
『
信
亜
教
育
』
の
轟
亜
主
任
の
職
草
退

い
た
赤
蕗
は
、
六
月
軍
二
敬
亜
『
氷
魚
』
を
上
刊
す
る
と
簡
城
主
丑
的
な
態
度

を
も
っ
て
作
歌
と
万
葉
集
の
研
究
を
中
心
と
す
る
世
事
に
打
ち
込
も
．
う
と
し

た
。
こ
の
頃
か
ら
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
「
指
輪
所
便
」
に
も
歌
壇
関
係
由
記
事
が

少
な
く
な
り
赤
彦
由
心
が
内
輔
し
は
じ
め
た
亡
と
章
節
し
て
い
る
と
、
斎
藤
茂

吉
も
『
7
至
7
ギ
．
二
十
五
年
史
』
〔
昭
和
几
U
で
指
摘
し
て
い
る
。
赤
彦
の
閉
鎖

的
な
態
度
は
他
流
の
き
び
し
い
批
判
を
招
い
た
け
れ
ど
も
、
内
か
ら
の
強
い
要

求
に
も
と
づ
い
て
生
涯
の
仕
事
忙
と
り
か
か
ろ
う
と
し
、
歌
壇
と
の
交
渉
を
亜

中
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
町
で
あ
っ
た
か
ら
、
赤
彦
は
、
こ
れ
に
応
酬
し

た
り
ま
た
は
こ
と
さ
ら
に
弁
明
し
た
り
す
む
こ
と
世
故
て
し
な
か
っ
た
。
大
正

九
年
は
太
田
水
租
が
芭
蕉
研
究
会
を
興
す
な
ど
、
歌
人
の
な
か
に
も
芭
蕉
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
年
で
あ
る
。
菖
蒲
を
慕
う
気
組
は
赤
垂
も
他
の
歌

人
に
劣
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
た
か
っ
た
l
。
む
し
ろ
自
分
こ
そ
芭
燕
の
其
の
理
解

者
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
龍
城
主
義
的
な
備
厘
を
と
っ
た
埠

も
．
あ
る
い
は
、
自
分
も
風
雅
町
道
一
節
に
生
き
た
芭
蒲
と
同
じ
道
を
歩
も
う

と
闘
っ
た
か
ら
で
卦
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
赤
彦
は
、
た
だ
自
分
の
殻
に
閉
じ
筒
石
与
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
自
分
の
成
長
に
益
す
る
と
考
え
る
意
見
に
接
し
た
と
き
に
は
、
謙
虚
な

．■l

気
梓
で
耳
を
憤
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
た
き
且
ば
、
n
『
7
弓
エ
フ
ギ
』
の
五
月
号

に
は
．
小
官
畳
隆
・
寺
田
薮
柑
子
〔
寛
彦
∵
田
辺
元
の
寄
稿
が
み
ら
れ
る
が
、

赤
彦
は
、
亡
甲
な
か
で
哲
学
者
の
田
辺
元
が
、
『
丁
テ
ラ
ギ
』
の
写
生
主
義
に

っ
い
て
論
評
し
、
そ
れ
は
他
流
呼
人
び
と
申
い
う
よ
ト
に
謬
説
と
い
う
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
芸
術
の
車
道
聖
説
く
も
の
で
あ
る
と
し
．
て
和
睦
的
藍
目

先
、
論
述
し
て
い
る
の
を
読
む
と
、
大
い
に
喜
び
、
元
に
手
紙
を
送
っ
て
、

「
人
生
の
l
片
が
現
れ
居
ら
ね
ば
写
生
と
思
ひ
居
ら
ざ
る
小
生
の
信
念
は
感
謝

し
て
宜
説
を
了
得
す
る
を
覚
え
候
只
左
様
な
借
念
未
だ
具
体
的
に
探
き
を
丑
き

ず
歌
に
現
る
る
も
の
は
い
く
ら
も
此
信
念
を
巽
埠
士
得
ず
掛
る
時
・
軍
都
の
如
き

御
意
見
を
得
候
串
は
衷
心
よ
り
感
謝
の
情
に
不
堪
股
」
　
〔
大
正
九
・
四
二
八
）

と
感
謝
中
気
拝
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
、
「
小
生
等
の
歌
に
対
し
斯
く
迄
御
政
祖

下
さ
れ
供
串
を
知
り
恭
く
且
つ
恐
縮
の
感
深
く
値
何
卒
今
後
も
御
感
想
等
慎
且

甘
少
し
も
御
遠
慮
な
く
御
塊
し
下
草
れ
候
様
祈
上
候
猶
此
上
は
小
生
等
の
歌
に

つ
き
具
体
的
に
御
意
見
御
志
し
下
さ
れ
候
は
悪
如
何
計
り
菩
L
く
存
候
」
∴
同

上
統
圭
と
、
具
体
的
な
作
品
に
つ
い
て
軋
批
評
を
缶
う
て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
が
『
短
歌
難
詰
』
空
ハ
・
七
月
計
俳
号
に
．
寄
畢
し
た
「
謹
聴
灘

感
」
で
『
7
㌢
丁
ギ
』
に
好
意
的
な
意
見
を
表
明
し
て
い
る
町
を
臼
に
し
た
と

き
に
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
瞥
哀
話
『
7
一
三
丁
ギ
』
忙
対
し
て
批
判
的
な
立
場

を
と
っ
て
い
た
生
活
術
の
敬
を
「
平
俗
な
心
も
ち
」
を
歌
っ
で
い
る
も
町
と
L

・
て
排
し
、
斎
藤
茂
吉
と
『
7
号
エ
フ
ギ
』
の
歌
を
目
し
て
生
括
流
の
歌
の
域
を
出
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　と福た温崎月門にそて任の　　しのが　　　　　　　　　　　　　　　　　　点し壇rll蒙　う　茂て赤っ百　φ泉に下学かの同者職生て研な籠がてにアつで吉新

糾窒?ｨ難製舗雛激窄鰹梁受；麓駿
?欄?撃撃撃撃訣wll委轟放で茂月同自院崎十刊のめあるこのしを示紙一壇らはアいさ　㌔吉下道宅にに日行関　’　　　　　　　　　　　　る　た　と注か固Lを履にし丁　ラ　たれ相の旬しに入赴ほに係なとめを釈しくを送大与い度ラも鍵鍛羅議輩ll灘

P鷺灘蟻糠ll難る　　藤が問原る核に五と員が』なう作鍵九も讃はと樺を代考翻鷺鑓融髪2論端警憲継髪羅鶴認に　　連後帰の彦血医らつ人任集た目万る＿付の派氏恩しは

な　　絡に京雲は　㌔学六たとに主　゜的葉こ九いにの或恵た斎つ　　を平し仙長六専月　゜　　　　　　　　　　　　　　　と集と．罵た対文はをや藤　　　　　　　　　　　し適任

て諏れね　　し度魚上て所こ　　とし・にり葉れへ訓問竹守研た
万訪らて各い関』まい便とし調）少や古給亮義合柏つ究の
葉郡の歌地事係をわる一がか査のしO義へつ排せ会てにはs鍵霧鍵難孫lll辮　　　　　　　　　　Z　°くてか・一てまけこしいもゐにと頃こ　に　と　ほ　り　こ　う　に加　ラ鰭1魏難難1繍1讐1

T鑛麟1蟻1漿麺縦羅1鎌1華羅1嚢騒はいはそ兼　　新程氷をし輯る　　　べ君あ万く生謹へがをの
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　　　　　毒こ聾呂窺六虚繍歪霧一袈歎趨奮

こ相つ家ち　　仕はがはででのの　　　　　　　　　　　　　　　　　．

蜩?蜩ﾅ礁1舞ll欝難1蕪難1、鰯毒繰鵜1羅糠羅羅難ll
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　　　　　　に究付位苦れ申殆候ひととも京十存娘くの万てじか釈いい居にのま赤な費け手しこ候ど処しを記りし四居を昨進葉

驍阯Y仕ま彦つのざをきれLせ今た期しそて日　り嫁日み集p蒙難鰻叢蝶lllll灘一も歌一をにたでりも候万一やきつ　゜がりねに・ま書し癖　　　　　　　　　　　　1ら此てし済魯ば行一へきながの未のいおし　゜い心り予葉　　　　　　　た苦な定の一れ模知かんくなく一・ばしがこ巻定みくえてll蕪糠鱗灘ll継1蔓藩螺藝製鰐繕縫量袋藷継

D麟蕪羅1難認馳畿　籔鵜恵諺鍔震招呈竺謂総

　　　　　　　　　　　　強年人　　を順　　でい注らに号僅　　　　　　　　　　指　　　分はや当つははの’発赤の　’がなて目子導会化二と赤み調さあ　゜釈れrのか
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盤瑠ゆか＿＿か蘂擢移く的　　　つの花廷つ　　つよ　よつ　　　　　　　　　　　　　をも鏡藍つ　　　引　’いみ版二こ

腸難髄籏隷説㌔こ講難鰭呆鉄　．獣
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たで　　じたとかでし名でラrが　　る家引て調頼安具学　　の
撃兼蛯撃兼蛯撃撃件盾黷ﾆ　　　　感い肇　㌃す会著授ラのの　　い生がつ順依村に小

な　し候は言　リ　ギ子えなる　　本輯評はも　つと　　はrの怪城も意斎そ・一ふ地同蒙よ行とそ便所号　’　　　　　　　　　　　　　　　　らてを自そア噂と梁不を藤の人な面人族う動このも便」何う逆一分のラ淋結か幸石中心もらにの血とをろ後晃一と事こ効応がこラ拡婚らな原村は賛ばつ言縁考とま　’ににしもと果考仙とギまし上結

さ二原成もけを友えるで純てもて手にとえ台を』るて京婚ん君窒老うて重人たのはが失赤発にしなたに思のこ設　’をに上認な仕考ず学　゜をまた敬彦行つたるもでつ撞とけ捗解伝京めし方へる問「でだだ仕はさか　゜このかて会にた学消へのずとがて丈のどき考ちり一1れ一なさとのけ噂釣な子中し

る　う石いな見け立うるえに候小たくまを　’ての名れ供にてこへ原ふいるで場しだて要ご生がなざ危百純拡誉ばと教束

候相の対事存一慮はそと佐　　戟にギ深宇果解にとあ母たう
ﾇ談意しに候年し真のを緒　　　　　　　　　　　　　に記』い野　　’消お櫨る親子た
　　　　　　　　　　　　　接さ2混喜圧すそ明こで供とう　のな明帽つそ半て面間知と

浮ｦ歪モ麹舞線灘羅醗静蝶難馨鶴臓
嚮ｿ茎蟹愈灘紬遜繰゜窪奎綴しにに度伺てしアし会具は　　らの氷た徳てす　　゜よし他里

ま期し存人もっラてを体じ　　ず「魚赤しはる　　赤ウニのの
@　　　　　　　　　　　　’編批彦て反こひ様たじにとかラ妻与的あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦　’人男宮
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　　　　撫莫難鱗彗講蘂壽響馨購漣警　　　　　　　　でび吉嚢のでにつな集めめるよべ彦も大　　　　は　つが　　生　　　’てこ　　　　　　　　いとやめ不あ一たかのたた丈りきは手正

剣痘?P灘1　　　　　　　　　祈だなち　　年　’と赤あら　　　　　をは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宛中とと　しの題　　鋸　　ぞ塔螺緊壕琶蕪慕毯

髪鐸1葉讐窟　箸霧離やも脅つ　　た旬　　　　　　　　　　に　　　　　　　て鮮動笑



●　　　　　　　　　　　　　8

た年よ変道かう度いいいな吉もの完化にらななうややいが右の作成と入そ傾ど点ううや大の　　　　　　　　　　　　　　　か降時　　に湯み五で品のいつの向でかににう正四　　なり烏　　けをど月

あは域ふて感にもら　’注に十首　　　　し夜　　りあり雨
っこによ行覚進だ見余意　’年め　　　　き嗜　　　が子の
たの近りつもんいれりす材のの　　　　　　　　　　　　　　　　るき　　　りのい゜歌づはた稿でぶばける料r一　　　　雨せ　　　　て肥く

のき　tこ特ゐ違　’ぽやをア時　　　　のざ　　　　しえ日
歌つ深と殊るつ一けうさラ鳥　　　夜る　　　ま太も
薯鎌ξ禦霧鷲奄訓　　讐　　を鰐代つくなのあて傾なって』L　　　く月　　　いるて

表たなるにるゐ向いた歩のの　　　子雨　　　こ腕田
さのつのなごるをや　゜る傾歌　　　　どの　　　　ふ短の

が　　のそつ「他んす主意てラ　　　　　　　　　　　　　　　し山　　　冷歓みでとでした一のぐる観図　’ラ　　　　　　　　　　　　　　　つの　　　　えびどき記あてが時諸んや句が「ギ　　　　　　　　　　　　　　　ま寒　　　いてこるしるア　’西君進うで余材二

@　　　　　　　　　　　　　　灘裟集霧かた　゜ラ今洋のんにもり料十とあそラ度画もだな露前も五雪銭謬裏鱗課齪籏　　麓乞麓宗塔と　　い歌平の同君　゜な立目』　　　　れむ二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨居む一

評こよ風凡影じのさらただで　　　な　　）　　ふりと）
しのいはの響や態うななた茂　　　　る　　　　　け　　す

を流歴か取度　　　　　　　　　　　　　　　よ問に
有行しら　りにこ　　　　　　　　　　　　　う題出赤老
難らての上憤の　　人亜綿公た　　久　　なにて彦境　　わ童寂
くぬい信げり一　　を米津のは　　方　　作は他はを　　が子し
思やるずたを連　　し利見道や　　の　　品深派寵思　　部がめ
ふう　゜る作発の　　て加のをす国あ　　もいの城わ　　屋手る
がに「と品し作　　言に鰻告く際め　　発関歌主せ　　のに下
?�ﾟこ　と　ては　　は敢らら口聯り　　　　　　　　　　　　　　　　表心人義る　　畳も心

T1：ll鎌1灘欝ll、萎難篭蓄謎1灘9

を川懸の赤さ己　　利るふ　　よ　　ろ　　　洋日たに　　に　　しの
有草けよ彦ぬ本・は心　　　ろ　・し　　　会常かな　　け　　つご
難木る　うは題位　　いあ　　　し　　さ　　　議　’らつ　　り　　　ろ
くのこにみ林の　・かり　　　さ　　　　　　」政歌た　　　　　　）
思恩と披ずを態　　にゃ　　　　　　　　　の治壇　゜
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見た　い　　　は　も　に　出後後．見　　　供絶男　　　　　　　　　　　　　　　　簡心一気所すがし恩ふの　゜て八　、話来しさの高このつ周こ）よ面取なる悪ては心

小こ九月も題てたらこ原の姿て介の　　りなり　くのい歌分あ　　　　　　　　　　　　　　　　　出る申ぱ要と　を　り　り川の月二はと駅こにとの夏をきを頃

平送三十やな近と大に原　’みた率の　　づこさ個あ思作申　’
吉別日一関つくがきつの茂て登い赤　　　　　　　　　　　　　　　　　るとず人りひすさ君の歌　’日与たの東くい茶吉気山て彦　　もを　’の　゜居ござ父

裂盆購差カミ鶴騰毘趣宅奢罐鱒雲導垂鮭建帰はの諏いこに新　’合滞洲持たの康　　存るの細個　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小や親去百温訪この滞聞七つ在留ち背御状　　　　　　　　　　　　　　　　　じの存ま人今生と郷来穂泉のと問在に月たし学方景嶽態　　居み在り修のは思党藻謹幾饗繍案許雷舞随　　　　　　　　　　　　　　　　　りに問遷道人恥はや　　　　　　　　　　　　　　　　　候候題まを類とれ国

c灘1羅灘1繕送士し続　　　　　彦と見提の今士　　　　　　　　　　　　　　　　　轡ののをる察勢対の　　　　　　　　　　　　　子来三

　　　　　　　　の浜あ　　しr外つあ期いた集い分選　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別茂　　　　　　　　　　上港つ茂たア代たうをた　゜態たの集赤の

吉　　は病いひ　　　ににた吉のラ々うた除し耕勢が選』彦記
の　　　ひたと　　　か見　゜がもラ木うかい　’平を　’歌とは念外　　　につっ　　　　　　　　か送病故　bギ山　゜らて四は強こにrアと遊　　　もき日　　　　　　　　つり後国こ』谷麹　、発月年化のよ島ルしは　　　湛のの　　　て　、のをのの（町こ行に若す間’る木スた

@　　　　　　　く強身あ頃発豊区の所七’くるにr赤の　゜赤　　　へなも

決齠?撃兼蜿�撃撃撃撃ﾂ　　　　をははに　　　たがる二　　　さ移頃　と　る盛i群選　ラ　を十rI　　　　　　　　　　　　　らしにご上夏を者ギ持月中　　　　　　　　゜重茂十　　　思むた向龍　　　ふものふ　　　く吉七　　にて束ろのの抜に』続に村蓉　悉銘）　募奮塁灘需要酸惣鴇響
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るも秀　　のし赤もがの空の赤た後　　た仕実に説ろ歌べなは
に漸作一が　’彦阿明合な発彦と　　　　　　　　　　　　　　、赤の事際つ」決壇てか長いくを方r発の佐らわど行の同格彦はをはととしの茂つい

@　　1ア言強緒かなは所勢時段の当の何め一て中吉た間た進発

゜襲蘂饒灘驚灘糠蔓携超竃巷鵜2顯雲舵版走ぞ難舞鵠　　　　　　　　　　　　　　　　　壬驚を観ミ幕

?p1鑓羅ll雛1蟻1難1鎌萎1舞llll収万面る　もく乱事を　’泉r去い境　　　　　　　　　　　　　　　　　に　tう写於力ア要すめ葉で　。呼立す件結赤千アつ味と　　　　　　　　　　　　　　　　　影よと生けにラなる　　　　　ぶ場者にん彦樫ラた方し　　響りし説る負ラ問こて集相上の次　　べをと関だと　・ラこでて　　　　　　　　　　　　　　　　　を大なの写う　ギ題と　　　　　　　　　　　　　　　　　与きが完生と』はは　　　　　き悪ししこそ釈ギとあ刊研いす究で　　もくててとり這』がつ以　　えなら成のこがす少

記動　　時時た圃いは注る　　と赤一
qを大に期のな問　’し歩赤し彦年以
が展正　’のもも題身よみ彦てに半上

　幽　　　　必開十こ赤・’のに辺うをはとつの　’
@　　　　要す一の彦こにも多と続こりい間大
@　　　　でる年事をの作よ事努けのあてに正’　　　　　　　あご以突考期りくをめね間げはお九

@　　　　りと後にえ間あ対きなば、た　’け年　　　　　’にのもるにげ処わがな上論伝る六

@　　　　蓼霧留；雛藷鵠誘鯉魏　　　　　改　゜はす　’をたてつ滞かよい不の氷　　　　　　　　　　　　’もをつうま明行魚　　　　　めそ　’る作整の　　　　　てれこ必歌えでこ会余たにだな　』

@　　　　織漂藻輪募慰塊崇ξ勃　　　　　る年たあ葉い　゜に急く歌ぐれ多い行　　　　　この基る研た赤r増さと障ないてし　　　　　と赤盤で究か彦アやれ万害いに略て　　　　　に彦のあのらがラ石た葉にかか述か　　　　　しに上ろ面に実ラ原の集遭らかしら　　　　　たっにうでほりギ事でのつでわて十　　1，　　　いい立　゜のか多』件あ研てあらき年　　　　　。てつ’活ないのなる究まるずた末　　　　　　・はて　　動ら晩組ど　゜とこ　゜　’回頃

や　’　　のな年織のしにと　　ここま
や新　　停いををむか全に‘れので
詳た　　滞　゜送よずし力遅　　を時の

，　　　　しな　　とこ　りりか赤を々　　対期ほ
い活　　同の得強し彦傾た　　象のぼ




